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調査期間:平成12年 9 月 1 日 ~9 月 15 日
対 象全身麻酔下で手術を受けた心臓・血管・呼吸器外科の患者の家族 8名と、口腔外
科の患者の家族 2名。





対象者は、年齢40代~80代の男性 3 名、女性 7 名で、患者との続柄は配偶者 9 名、子ども 1
名だった。手術待機場所は、面会室 5名、病室 3名、面会室と病室の両方が 2名だった。手術
待機時間は、 4~5 時間が I 名、 5~6 時間が 2 名、1O~12時間が 7 名だった。そのうち、手
術終了予定時聞を延長したのは 3名で、延長時間はそれぞれ30分、 2時間、 3時間であった。
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対象者 患者の病名 続柄 年齢 待機場所 手術時間
A 冠状動脈疾患 妻 50歳 面 メzエミh 至 llh 
B 舌 癌 妻 60歳 病 室 (6人部屋) 10 h 
C 肺 癌 妻 64歳 面 ぷヱミ込 至 6 h 
D 閉塞性動脈硬化症 委 68歳 面 メコミ、 至 5-6h 
E 肺 癌 妻 61歳 病室(2人部屋)と面会室 4 h 
F 冠状動脈疾患 妻 62歳 病 室 (6人部屋) 12 h 
G 下顎 歯 肉 癌 長女 47歳 f丙 室 (6人部屋) 10 h 
H 胸部大動脈癌 夫 80歳 病 室(個 室) llh 
僧房弁閉鎖不全症 夫 61歳 病室(4人部屋)と面会室 llh 
J 冠状動脈疾患 夫 74歳 面 メヱ込三 全{ 10 h 30m 
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表4 家族の思い
心配・不安
・何時に終わるのか。無事を祈るのみ0
・手術がうまくいくのか。大丈夫か。子術の経過は良いか。
信頼していた
-安心。おまかせしていました。医師を信頼していました。
• 2回目の手術だったので不安はなかった。生命の危険は考えなかった。
不安と信頼が混じっている
)人
待機人数
3人
4人
5人
3人
3人
5人
2人
5-6人
3人
5人
-医師を信頼していた。しかし何の連絡もなかったため、時間の経過と共に「無事にいっているのだろう
か」という不安と心配が強くなった。
・前もって医師より手術の説明を聞いていたので、それほど心配ではなかったが、予定時間を過ぎた頃か
ら心配だった。
・医師を信頼していたのであまり心配はなかったが、手術がどうなっているのか不安もあった0
・手術は成功すると思っていたが心配で、 3回ぐらい手術室まで様子を見に行った。
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